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内部統制システムの整備に関する基本方針について 

 

 当社は平成 26 年 5 月 14 日の取締役会において、内部統制システムの整備に関する基本方針につい

て、下記の通り決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 取締役及び使用人の職務執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制 

   当社及び当社を会社法上の親会社とする企業集団（以下「当社グループ」という。）は、「アイレックスグ

ループ行動規範解説書」を、コンプライアンスに関する行動規範とし、役員及び従業員全員の当社グル

ープ社員全員に教育を実施し、企業倫理と遵法精神に基づく企業行動の徹底を図ります。 

   取締役は、取締役会規程その他の関連規程に基づき、当社グループの重要事項について、取締役

会において、意思決定を行うとともに、相互にその職務執行の監視・監督にあたります。また、財務報告

の信頼性を確保するための内部統制を整備し、その適切な運用・管理にあたります。 

 監査役は、監査役監査基準等に基づき、取締役会その他の重要な会議への出席等を通じて、取締役

会の職務の執行について監査を行います。 

 当社は、コンプライアンス規程その他の関連規程に基づき、コンプライアンスに関する推進体制、啓

発・教育プログラム、監査・モニタリング体制、内部通報制度等の当社グループ全体におけるコンプライ

アンス推進プログラムを整備し、その適切な運用・管理を実行します。 

 

２. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制 

 当社は、経営に重要な影響を及ぼすリスクについて、リスク管理規程に基づき、当社グループの事業

活動に伴うリスクを適切に把握し、リスクに対して常に適切な処置を取ると共に、万一、リスクが顕在化し

た場合は、危機管理規程に基づき、代表取締役社長を最高責任者とする対策本部を設置し、損害を最

小限にとどめるための対策を実行することにより、適切な運用・管理を実行します。 

 

３. 取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制 

 当社は、定款及び取締役会規程その他の関連規程に基づき、取締役会において、重要事項の決定、

グループ戦略及びグループ中期経営計画、年度予算計画策定等を決定することにより、具体的な経営

目標を定め、その達成を図ります。 

 

４. 取締役の職務の執行に関わる情報の保存及び管理に関する体制 

 当社は、文書管理規程に基づき、取締役会議事録、稟議書その他取締役の職務の執行に係る文書及

び電磁的記録を保存・管理するとともに、取締役及び監査役がこれを閲覧できる体制を整備します。 

 

 

 



 
５. 企業集団における業務の適正を確保するための体制 

 当社は、子会社管理規程その他の関連規程に基づき、コンプライアンス、リスク管理をはじめとする財

務報告における内部統制基本方針を、当社グループ内で共有するとともに、グループ経営上の重要事

項に関する報告・承認、グループ内部監査等を通じて、当社グループにおける業務の適正を確保します。 

 

６. 監査役の監査が実効的に行われることを確保する体制 

   役員及び従業員は、当社の監査役監査基準等の規程に従い、経営上の重要事項（会社に著しい損害

を及ぼす恐れのある事実及び不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実を含む。）を監

査役に報告します。  

   取締役は、監査役の要請に基づき、監査の職務を補助する担当者を置き、監査役の補助にあたらせ

るものとし、監査役を補助する担当者の選任については、予め監査役の承認を得るものとします。 

   また、監査役の監査が実効的に行われることを確保するため、取締役は、監査役の要請に従い、全て

の社内会議への参加権限を保証します。 

 

以 上 


